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  学校教育目標 

共に学び共に伸びる子ども 

・いのちを大切にできる子ども   ・だれとでも仲良く協力し合う子ども 

・意欲をもち学習する子ども ・ねばり強くはたらく子ども 

   令和 8年 6月 4日 第 108号 

修学旅行の思い出① 

気がつけば来週の今頃は、修学旅行のバスのなか。 

これまでの修学旅行の思い出を少し。 

GWに同窓会がありましたが、そのときに話題になったの「愛・地球博」。 

もう 20年前のことです。4月 1日に 3年生の担任に決まって最初の会

議で修学旅行の話になりました。春休みに「愛・地球博」に行こうと計画し

ていたものの果たせず、その会議の場で思わず「地球博にいきたいなー」

と。たくさんの先生が賛同してくれて、計画変更。 

当時、ようやく中学生にも携帯電話が普及しはじめ、その対応に悩んでい

ると、地球博の出入り口では、金属探知機が設置され、警備が厳しいことが

連日のニュースに。その流れをいただいて「携帯電話は金属探知機でひっ

かかるから、持ってこないように」と。 

ニュ－スの勢いは、素晴らしいもので、ほとんどだれも持ってきてなかった

と思います。 

初日の地球博、二日目のディズニ－ランドを終え、無事東京ドーム近くの

ホテルへ。生徒がみんな部屋へ収まり、ホッとしているところへ、ホテルの人

から来客の連絡。東京のど真ん中で来客とはなんのこっちゃと思いながらロ

ビ－に行くと、かつての卒業生。「さっき中学校の名前が書かれているバス

を見て、懐かしくってきました」とのこと。 

中学生のころから電車の運転手になりたいとは聞いていたのですが、そ

の夢が実現し、研修のために東京に来ているところへ、母校の名まえを冠し

たバスと遭遇。お互い感激の夜の再会。 

今頃、どこの電車を運転しているのだろう。 


